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○本事業では、密閉型遺伝子組換え植物工場において、ワ
クチン・機能性食品等の高付加価値な有用物質を高効率
に生産するための基盤技術開発及び実証研究事業を行い
ます。

○これにより、植物機能を活用した安全で生産効率の高い
物質生産技術を迅速に実用化するとともに、物質生産プ
ロセスにおける二酸化炭素排出量削減に貢献します。

○遺伝子組換え植物による高効率物質生産技術開発
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遺伝子組換え技術によ
○具体的には、以下の技術開発及び実証を実施します。

①遺伝子組換え植物に高付加価値物質を高効率に生産させる
ために必要な遺伝子組換え技術等の基盤技術開発

②密閉型遺伝子組換え植物工場における高付加価値物質の製
造に必要な省エネルギー型栽培技術開発

③①～②を踏まえた有用物質生産の実証研究

このうち、大学等で行う共通基盤的技術開発を委託事業とし
て、民間企業が行う実証研究等を補助事業として実施しま
す。条件（対象者、対象行為、補助率等）条件（対象者、対象行為、補助率等）
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○遺伝子組換え植物の品質管理・栽培技術開発

遺伝子組換え技術によ
る防御機構の解除


